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経歴

　2018 年 9 月東京工業大学物質理工学院材料系材料コー
ス早期修了．博士（工学）．東京工業大学科学技術創
成研究院フロンティア材料研究所特任助教を経て，物
質・材料研究機構，構造材料研究センター，セラミッ
クス基複合材料グループ，主任研究員

1. はじめに

　2016 年 6 月～ 8 月下旬までの，とても濃い 3 か月
間のドイツ留学中の研究生活についてご紹介いたしま
す．この度は，執筆の機会を与えていただきました編
集委員の方々に深く御礼申し上げます．この記事を読
み進めるにあたり，留学に対して消極的になってしま
う読者がいらっしゃるかもしれません．ただし，今振
り返れば，この体験があったからこそ，研究面ならび
に人間として大きな飛躍があったと思いますので，誤
解なさらずにお読みいただけましたら幸いです．

2. 学生時代の研究生活と留学までの経緯

　私は大学院から，東京工業大学総合理工学研究科材
料物理科学専攻の若井史博研究室において，粉体プロ
セスと焼結の関係を，X 線トモグラフィーを用いた粒
子スケールの 3 次元微構造解析を通じて解明する研究
を行ってきました．具体的に，修士課程の 2 年間で焼
結の熱力学的駆動力である焼結応力，焼結の際の微構
造の複雑な形状変化を記述する量としてのオイラー標
数など，新しい概念を駆使した研究に取り組みました．
修士課程時の研究を博士課程でステップアップしよう
という試みから，若井教授の紹介でドイツのユーリッ
ヒ研究センターの Olivier Guillon 所長にコンタクトを
とり，焼結鍛造試験による焼結応力の実験的研究を計
画しました．修士課程時にトモグラフィー画像解析か
ら得られた焼結応力が，実験値と本当に一致するのか？
これを確かめる必要性を感じたからです．幸いにも，
留学費用は，大学院修士課程時に選抜された修士・博
士一貫プログラム（ACEEES）の方から工面してい
ただけることになっていました．（渡航費とは別に，

現地での滞在費は 3 か月間家賃込みで 60 万円でした．）

3. ドイツでの滞在生活

　2016 年 6 月からの留学に先立ち，先方とは何度もや
りとりをし，宿泊施設の手配や，研究所での実験計画
に関しても準備を進めてきました．海外には何度か旅
行や学会で行ったことがあったので，不安は少なかっ
たと言えますが，一方で，実家生活をしてきた私にとっ
て一人暮らしは初めてで，それが海外ということもあり，
生活面での心配は少なくありませんでした．ただし，
祖母から，「若い時の苦労は買ってでもせよ」と教わっ
てきたので，修行ということで留学を決意しました．（学
生時代から英語の勉強も好きではなかったので，自分
を追い込んでみようと思ったのもあります．）6 月 1 日
にドイツ（ユーリッヒ）の宿泊施設に到着し，困った
ことがでてきました．何と事前調査ではインターネッ
ト回線があると聞いていたのに，ネットが無かったの
です．ACEEES から頂いた 3 か月 60 万の費用で，家
賃や生活費を捻出することを考えると，一日数千円す
る有料ポケット wi-fi は当時金欠学生の身分ではとて
も借りることができず，持参してませんでした．スマ
ホも当時はデータローミングができないので，「無事
に到着しました」という一報も入れられず，若井教授
には大変ご心配をお掛けしたのを覚えております．途
方に暮れた私は，どうしてもネットを使わないと 3 か
月間生きていけないと思い，近所の通信ショップに行
きましたが，最低でも 1～2 年契約と言われ，それも
断念しました．最後の手段で，宿泊施設の隣の部屋をノッ
クしました．日本から手土産用に持ってきた日本茶を
お渡しし，「大変申し訳ないのですが，日本と連絡を
取りたいのでメールの送受信用だけで構わないので，
インターネットを使わせていただけませんか？」と交
渉をしました．幸いにも，本当に親切な方で，3 か月
間であれば使って良いですよ，と仰ってくださいました．
今でもその恩は忘れません．こうして，初っ端から波
乱万丈の私のドイツ留学生活がスタートしました．
　翌日，ドイツの研究所に行き，ボスの Guillon 所長
とご挨拶しました．また，実際に面倒を見てくださる
Jesus Gonzalez-Julian 研究員をご紹介していただき，
当日中に一通りの焼結鍛造試験のやり方を教わりまし
た．研究所は多国籍でドイツ人の他，欧州各地の研究
者や博士学生，中国や韓国の方もいましたが，日本人
は私一人でした．研究所の海外学生とお話ししたとこ
ろ，やはり博士学生は一人前の研究者で，プロ意識が
違うということに気付かされました．修士卒業直後の
留学だったのですが，私も一人前のプロとしての「仕
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てやる．と決意しました．それから先の 1 か月は，
Gonzalez 研究員の目を盗んでは焼結鍛造試験を継続
しました．たまに見つかると「実験を止めろ」と怒ら
れました．それでも私は何度も続けました．帰国の 1
週間前に，ようやく良いデータがとれました．それを
まとめて，Gonzalez 研究員に見せたところ，「素晴ら
しいデータだ，よく頑張った」と言われました．「す
ぐに論文にしよう！」と言われたときは本当に嬉しかっ
たです．
　日本では酒好きな私が，ドイツではほとんど酒を飲
んでいなかったのですが，ようやくすっきりしたので
一人で動物園に行き，ビールを飲みました（図 2）．本
当に，至高の一杯でした．手ぶらでは帰れないという
覚悟の上での留学だったので，「論文」という最大の
お土産ができて安堵したのを今でも鮮明に覚えています．

4. おわりに

　ドイツでの生活は大変有意義でした．高々 3 か月間
ですが，私にとっては非常に濃い時間でした．この成
果も無事に論文投稿（G. Okuma et al., Journal of the 
European Ceramic Society. 38, 2053-2058（2018））で
き，私は計 4 報の論文を持って，博士課程を早期修了
できました．ドイツのエピソードは就職活動でも非常
にウケが良く，東京工業大学や物質・材料研究機構の
方で採用頂いた一つの要因になっているかなと思って
おります．
　当時，大変お世話になった若井教授，Guillon 所長，
Gonzalez 研究員には改めてこの場を借りて御礼を申し
上げたいと思います．2023 年の Sintering の学会では
Guillon 所長に久しぶりにお会いでき，私がパーマネ
ントポストを獲得できたことをとても喜んでください
ました．海外との繋がりを学生時代から構築できたこ
とは先生方，周りの沢山の方々，ACEEES 支援のお
陰であると思っております．深く御礼を申し上げます．
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事」をきちんとしなければ，と気を引き締めました．
　強欲にも，私は 3 か月の留学中に 2 報分の論文デー
タを取得する予定でした．ひとつは，先にも述べたよ
うに①焼結鍛造試験による焼結応力の実測，もうひと
つは②電場を加えた場合の焼結応力の影響の調査でし
た．私の最優先事項は①だったのですが，Guillon 所
長と Gonzalez 研究員は②に大変関心を示しており，
どちらも並行して進めていくことにしました．私は学
生気分が抜けておらず，手取り足取りのサポートがあ
るのかと思っていましたが，それは大甘でした．
Gonzalez 研究員は基本的に一度しか説明をしてくれず，
トラブル対応も自分で何とかしてというスタンスでし
た．ひとつだけ，電場を加える際に，「ここに触った
ら死ぬよ」，とだけ警告をきちんとしてくれたことを
よく覚えています．また，私が知らなかっただけなの
ですが，欧州では 6 月からフレックス夏休み期間で，
私がドイツの研究所に着いてから 1 週間後には
Gonzalez研究員は長期休暇に入ってしまいました．（元々
Guillon 所長はご多忙で，3 か月の滞在中に 3 回しか
会えない程度でした．）ここから，孤独な実験 & 研究
生活が始まりました．始発のバスが 7 時，最終バスが
18 時と研究時間が限られているので，私は居室には
荷物を置くだけで，昼飯も食べず，水も飲まず，毎日
ほぼ 100％の時間，焼結鍛造試験装置の前に張り付き
ました．3 か月で成果を出すには，これくらいやって
も時間が足りないと思ったからです．18 時の終バス
で宿泊施設に帰り，ささっと夕飯を済ませた後（図1），
20 時くらいからデスクワークや実験データのまとめ
をしていました．ドイツの夜は時差で日本だと昼時間
なので，若井教授とも定期的にメールで連絡をとらせ
ていただき，それが私の心の拠り所でもありました．
　2 か月焼結鍛造試験を行っても，焼結中の電場印加
の効果が見えないので，Gonzalez 研究員に相談しよ
うとしたのですが，Gonzalez 研究員もご多忙で，中々
捕まりませんでした．そこで，私は電場の条件を変更
することを勝手に決断し，ここで詳細は述べませんが，
電場印加装置を壊してしまいました．これを Gonzalez
研究員に直ちに報告したところ，「日本に帰れ」と当
然怒られました．つぎに，若井教授にも相談したとこ
ろ，「実験をしていなければ事故は起きません．実験
を頑張っていたからこそ，事故が起きてしまうことが
あるのです．無事でよかったです．装置の弁償は何と
かしますよ」と大変暖かいメールをいただき，大人に
なって初めて泣きました．今でも忘れません．残りド
イツ滞在 1 か月を切った私は，電場装置を使った②の
成果は出せないけれど，①の成果だけは死んでも出し

図 1	 ドイツ滞在中の基本的
な夕食．

図 2	 研究成果が出た直後の
至高の一杯．


